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特別連載小説　前編（全3回）

本誌は広報ご担当者様に有益な情報を、定期的に
発信する無料情報誌です。今後、定期購読を希望
される方は、お気軽にお申し込みください。

今月のアドリブはいかかでしたか。今回は、近年マスコミでも多く取り上げられている「SDGs」が特集テーマでした。
社会・環境への意識が高まる今、将来的な企業価値の維持・向上のために知識を身につけることが重要です。2030年の
ビジョン達成の第一歩として、是非こちらの記事を活用してみてください！（Y.Y）

TOPページにある「CONTACT」をクリックし、
お問い合わせ内容の欄に「adLive希望」と入力
してご送信ください。
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日
も
ま
た
、
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
毎
日
が
始
ま
る
。

朝
六
時
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

ラ
ー
ム
音
で
目
が
覚
め
た
。
ま
だ
眠

っ
て
い
た
い
気
持
ち
を
お
さ
え
、
ベ

ッ
ド
か
ら
渋
々
起
き
上
が
る
。
一
人

暮
ら
し
の
我
が
家
に
は
、「
お
は
よ
う
」

と
伝
え
る
人
は
も
ち
ろ
ん
い
な
い
。

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
洗
面
所
に

行
き
、
顔
を
洗
う
。
タ
オ
ル
で
顔
を

拭
き
な
が
ら
、
鏡
に
映
る
自
分
を
見

る
と
、
お
で
こ
に
赤
い
ニ
キ
ビ
が
で

き
て
い
る
。

「
昨
日
の
夜
、
し
っ
か
り
洗
顔
を
し

た
は
ず
な
の
に
…
…
」

誰
も
い
な
い
部
屋
に
私
の
独
り
言

が
ひ
っ
そ
り
と
響
い
た
。
朝
か
ら
少

し
憂
鬱
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
ニ
キ
ビ

に
、
少
し
の
恨
み
を
覚
え
つ
つ
、
寝

癖
の
つ
い
た
髪
に
ブ
ラ
シ
を
通
す
。

す
る
と
、
髪
の
毛
が
絡
み
合
い
、
毛

先
ま
で
と
か
す
こ
と
を
憚
れ
た
。
こ

こ
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
対
処
し
て
い
て
は
、

時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。
そ
う
思
っ

た
私
は
、
思
い
き
り
、
髪
に
ブ
ラ
シ

を
通
す
。
ブ
チ
ッ
と
い
う
音
と
と
も

に
、
毛
先
ま
で
と
か
し
き
る
と
、
毛

が
数
本
、
刃
に
絡
ま
っ
て
い
る
の
に

気
づ
く
。「
絡
ま
っ
て
い
た
原
因
は
君

た
ち
か
」
と
心
の
中
で
問
い
か
け
な

が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
続
け
た
。

寝
癖
が
直
る
と
、
次
は
着
替
え
る

た
め
に
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
へ
と
移
動
し

た
。
扉
を
開
け
る
と
、
白
や
黒
と
い

っ
た
無
難
な
色
の
服
た
ち
が
整
列
し

て
い
る
。
私
は
そ
の
中
か
ら
、
ベ
ー

ジ
ュ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
取
り
出
し
、

袖
を
通
し
た
。
仕
事
着
と
し
て
も
、

休
日
の
服
装
と
し
て
も
使
え
る
、
ど

こ
に
で
も
売
っ
て
あ
る
よ
う
な
服
だ
。

近
く
に
あ
っ
た
時
計
を
見
る
と
、

針
は
六
時
十
五
分
を
示
し
て
い
た
。

家
を
出
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、

残
り
四
十
五
分
。

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
扉
を
閉
め
、
近

く
に
あ
る
化
粧
台
の
椅
子
に
座
る
。

ポ
ー
チ
か
ら
、
メ
イ
ク
道
具
を
取
り

出
し
、
自
分
の
顔
を
手
入
れ
し
て
い

っ
た
。
自
分
の
顔
を
鏡
で
眺
め
る
と
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
、
地
味
な
顔
と

目
が
合
う
。
次
第
に
、
肌
は
明
る
く

な
り
、
目
は
少
し
大
き
く
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
本
来
の
私
で
は
な
い
、

別
の
誰
か
に
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
朝
食
を

食
べ
る
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
へ
と
向
か

う
。

昨
夜
、
仕
事
終
わ
り
買
っ
た
食
パ

ン
を
ト
ー
ス
タ
ー
に
セ
ッ
ト
し
、
冷

蔵
庫
の
中
で
冷
え
て
い
た
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー
を
マ
グ
カ
ッ
プ
に
注
ぐ
。
一

口
飲
む
と
、
苦
い
味
が
口
の
中
に
広

が
っ
た
。
子
供
の
頃
は
、
飲
め
な
か

っ
た
は
ず
な
の
に
気
づ
け
ば
毎
朝
、

味
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
不
思
議

な
も
の
だ
。
や
は
り
大
人
に
な
る
に

つ
れ
て
味
覚
細
胞
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
情
報
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ

ろ
う
。

チ
ン
ッ
と
音
が
鳴
り
、
ト
ー
ス
ト

が
焼
き
上
が
っ
た
知
ら
せ
を
受
け
る
。

私
は
お
皿
を
取
り
出
し
、
焼
き
た
て

の
パ
ン
を
の
せ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
入

っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
と
、
ト
ー
ス
ト
を

の
せ
た
お
皿
を
持
ち
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
へ
と
移
動
し
た
。
世
間
一

般
の
人
よ
り
も
少
な
い
朝
食
を
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
、
席
に
着
く
。
　

パ
ン
を
一
口
頬
張
る
と
、
ど
こ
に

で
も
売
っ
て
あ
る
よ
う
な
、
感
想
も

浮
か
ば
な
い
味
が
口
の
中
を
通
り
抜

け
た
。

時
計
の
針
は
六
時
四
十
分
を
指
し

て
い
る
。
静
か
な
空
間
に
私
は
た
だ

一
人
。
お
供
は
、
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
。
け
れ
ど
、
こ
れ
も
ま
た
い
つ

も
ど
お
り
。
私
は
毎
日
、
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
を
し
て
い
る
だ
け
だ
。

今
日
も
ま
た
変
わ
ら
な
い
一
日
が
始

ま
る
こ
と
に
、
退
屈
さ
を
覚
え
る
。

「
私
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
」誰

に
も
届
か
な
い
声
が
、
静
か
な

部
屋
に
す
っ
と
溶
け
込
ん
だ
。

代り映えしない退屈な毎日に嫌気がさしていたある時。
立ち寄ったコーヒーショップでの何気ない出来事が
彼女の日常を崩しはじめる

今

山下 健太郎

岡田 芳仁　今井 明日香

中野 道良　渡邊 早貴　米丸 由季乃
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20 3 0年のビジョン達成にむけて



こ
の
た
び
人
生
初
と
な
る
ビ
ジ

ネ
ス
書
を
出
版
し
た
（
右
ペ
ー
ジ
参

照
）。
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
文
章
を
書

く
の
は
本
業
だ
が
、
書
籍
の
執
筆

と
な
る
と
勝
手
が
ち
が
う
。
構
想

か
ら
1
年
半
、
編
集
者
と
の
侃
々

諤
々
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
よ
う

や
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
っ

た
。
9
月
3
日
の
販
売
開
始
か
ら

二
週
間
で
重
版
。
興
味
の
あ
る
方

は
書
店
で
手
に
取
っ
て
ほ
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
作
家
に
限
ら
ず
、

い
ま
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に

と
っ
て
「
書
く
」
ス
キ
ル
は
必
須

で
あ
る
。
企
画
書
や
報
告
書
は
も

ち
ろ
ん
、
自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
や
事
業
内
容
を
、
顧
客
や
株
主

な
ど
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
に
対
し
て

伝
え
る
「
コ
ン
テ
ン
ツ
」
の
重
要

性
は
、
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
だ
。
そ
の

理
由
は
3
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
商
品
の
成
熟
化
と

コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
だ
。
あ
な
た
に

も
経
験
が
あ
る
と
思
う
が
、
ネ
ッ

ト
で
ほ
し
い
も
の
を
検
索
す
る
と
、

似
た
よ
う
な
商
品
が
次
か
ら
次
へ

と
登
場
す
る
。
素
人
の
消
費
者
が
、

強
み
や
特
長
を
理
解
す
る
の
は
む

ず
か
し
く
、
そ
の
そ
も
、
ち
が
い

が
あ
る
の
か
も
疑
問
だ
。
こ
こ
で

は
、
商
品
へ
の
こ
だ
わ
り
や
思
い

を
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
言
語
化

す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
二
つ

目
は
、
A
I
の
急
速
な
発
達
に
よ

る
業
務
の
二
極
化
に
と
も
な
い
、

単
純
作
業
の
多
く
は
A
I
に
置
き

換
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
。
人
間

に
は
今
後
、
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出

し
て
未
来
を
描
き
、
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
や
社
会
を
動
か
す

力
が
試
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
三
つ
目

に
、
コ
ロ
ナ
渦
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
質
が
変
化
し
た
こ
と
を

挙
げ
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、

従
来
型
の
セ
ー
ル
ス
で
あ
れ
ば
、

面
会
し
た
と
き
の
印
象
や
人
柄
、

営
業
ト
ー
ク
の
技
術
で
商
談
が
成

立
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
昨
今
、
感
染
を
防
ぐ
た
め

面
会
が
し
に
く
く
な
り
、
W
e
b

会
議
が
浸
透
し
た
こ
と
で
、
短
時

間
で
密
度
の
濃
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
好
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
商
品
に
共
感
し

て
も
ら
う
に
は
、
魅
力
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
や
ロ
ジ
カ
ル
な
文
章
術
や

欠
か
せ
な
い
。
差
別
化
が
困
難
な

時
代
に
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
初
め
て
書
籍
の
出
版

を
終
え
た
感
想
を
述
べ
た
い
。
こ

の
本
は
「
B
2
B
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
」が
テ
ー
マ
。
私
に
と
っ

て
知
識
や
実
績
も
そ
れ
な
り
に
豊

富
で
、
簡
単
に
執
筆
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
編
集

者
か
ら
、「
わ
か
り
に
く
い
」「
内

容
が
も
の
足
り
な
い
」
な
ど
多
く

の
指
摘
を
い
た
だ
き
、
文
章
で
体

系
化
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を

痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
正
確

な
人
間
に
な
る
た
め
の
努
力
は
、

一
生
つ
づ
く
の
だ
ろ
う
。

読書は充実した人間をつくり、

会話は機転のきく人間をつくり、

書くことは正確な人間をつくる。
フランシス・ベーコン（英国の哲学者）
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こ
の
本
の
せ
い
で
、
営
業
方
針
を
刷
新
中
。
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SDGs
～2030年のビジョン達成にむけて～

近年、マスコミでも広く取り上げられるなど、少しずつ社会に浸透しつつあるSDGs。
未来の子どもたちに美しい地球環境を継承することをめざし、世界共通の目標として策定されました。

この思想を実現するには、政府や企業だけでなく、一人ひとりの経済・社会活動も大切です。
すでに、私たちの身近な生活のなかで、SDGsの取り組みはスタートしています。

まずはSDGsを “自分ごと” として、未来のために何ができるのかをいっしょに考えていきましょう。

SDGsとは Sustainable Development Goalsの略で、エスディージーズと読む。持続可能な開発目標を指し、2030年までの15年間で
達成すべき17分野の目標と169のターゲットで構成される。2015年の国連サミットにおいて、193ヶ国で採択された。

みんなの



Environment of 
the Earth

E
2020年7月から、レジ袋の有料化がス
タート。日本人は1人当たり年間約32kg
ものプラスチックごみを廃棄しており
（米国に次ぐ世界2位）、特にレジ袋はス
ーパーやコンビニなど、日々の生活で
当然のように消費されてきた。これま
でもマイバッグの使用が推奨されてい
たが、社会に大きく影響を与えたのは
やはりこの有料化で、日本全体で環境
問題を考えるきっかけとなった。レジ
袋の有料化により、マイバックを持ち
歩く人が増え、コンビニでは約7割の客
がレジ袋を断るという結果も。

7月から
レジ袋が有料化

環境保護にむけ、プラスチックストロ
ーの廃止や見直しをしようという動き
が高まっている。世界各地にあるスタ
ーバックスやマクドナルドでは、すで
に紙ストローの提供が行われているよ
うだ。しかし、紙はすぐにふやけてし
まうため、苦手な人も多いはず。そこ
で、オススメはシリコンや金属で作ら
れたマイストロー。カラーバリエーシ
ョンも豊富で、値段も100円から販売さ
れている。専用の洗浄ブラシも販売さ
れており、衛生面での心配もない。今
後、マイストローが定着するかも!?

ドリンクは
紙のストローで

今まではシャンプーやリンスなどのボ
トルが空になると、詰め替え用を買っ
て補充していたが、最近では中身を替
えずに、そのまま使えるスタイルに変
化している。吊るすタイプとボトルタ
イプの2種類があり、お風呂の設置場所
に合わせて使い分けることができる。
吊るすタイプは、詰め替え用のパック
に直接製品を取り付けるもの。一方、
ボトルタイプは、詰め替え用の袋をそ
のまま容器に入れるもの。どちらもコ
ストが削減でき、ボトルを購入しない
ため環境面への負荷を低減できる。

シャンプーは
詰め替えずに使用

コロナ感染の拡大で、マスクは外出時
の必需品に。一時は品薄の状態がつづ
き、早朝からマスクを買い求める長蛇
の列を見かけることも……。しかし、
そんな中で注目を浴びたのが“手洗い
マスク”。くり返し使用でき、使い捨て
と比べるとゴミの削減につながってい
る。さらに、家庭での手作りマスクも
話題に。いらなくなった生地を再利用
すれば、自分の身体だけでなく環境も
守ることができる。今やマスクもファ
ッションの一部。洗えるマスクで自分
らしさを主張してはどうだろう。

洗えるマスクで
感染防止

育児休暇は女性のため－。かつては、
それが普通だった。ところが昨年、人
気政治家の小泉進次郎氏が育休制度の
利用を発表するなど、男性の子育てに
対する関心が高まっているようだ。
2010年以降、政府が男性の育休取得の
推奨を始め、イクメンという言葉も世
に広まった。現在、日本人男性の育休
取得率は高いとは言えないものの、増
加傾向にある。まずは、男性が育休を
取ることへの世間体やハードルをなく
し、夫婦で子育てしやすい環境を整え
ることが重要になってくるだろう。

育児休暇は
男女のもの

日本は世界と比べ、女性の管理職比率
が低い。今も女性が働きづらい国だが、
起業して夢を叶えたり、今まで男性が
多かった伝統職人など専門職に女性が
参入したりと、少しずつだが変化が表
れている。また、育休から復帰した女
性にとって、仕事と子育ての両立は大
きな課題。子どもを預かる施設の提供
や、時短勤務の推進に力を注ぐ企業も
増えている。女性が自分らしく、好き
なことを諦めずに続けられる社会へ。
自らの働き方をポジティブに見つめ直
そうとする女性が増えているようだ。

好きなことを仕事に
女性も自分らしく働く

まだ食べられるのに廃棄される食品を
フードロスといい、国内では年間約612
万トンともいわれる。そこで、「せっか
く作ったのに、売れ残ったパンを誰か
に食べてほしい」という思いから、廃
棄前のパンをお得な価格で提供する通
販サイトが生まれた。さらに、お菓子
が毎月届くサブスクリプションも登場。
無添加素材を使用した、100種類以上の
商品が送られるサービスだ。衝動買い
や無駄な買い物を防止。普段の食事を
残さないことも大切だが、別の視点で
フードロスに貢献できる。

お菓子やパンを食べ
フードロスに貢献

まだ着られるけど、もう自分は使わな
い服がクローゼットの中に眠っていな
いだろうか? そんな服を回収するアパレ
ルメーカーが多数、存在している。集
めた服は古着として販売する、あるい
は被災地など国内外で支援が必要な方
に配布することで、再利用につなげる
のだ。不要になった服をお金に変える
と同時に、他の誰かに着続けてもらう
ことができる。さらに、裁縫が得意な
ら、古着をリメイクするのも服を楽し
む方法の一つ。世界に一着しかない服
で、地球に貢献するのも悪くない。

着なくなった服を
また別の誰かへ

お気に入りの靴が劣化した、大切な服
が破損したときは、処分せず“お直し”
するといい。近所のリフォーム店へ持
っていけば、買った時くらいきれいな
状態で戻ってくるから驚きだ。また、
商品によってはネットで事前に修理の
見積もりをお願いし、修理してくれる
店も増えてきた。商品を選んで購入す
る前に、修理のサービスがあるかどう
かを確認しておくといいだろう。さら
に、服や雑貨の寿命を延ばしてあげれ
ば、モノへの愛着がわき、大切に使お
うという意識につながるはずだ。

お直しで、モノの
寿命を長く

SDGsの理念に則り、前向きに取り組む
地域を選定する「SDGs未来都市」をご
存知だろうか。現在は60の都市が選ば
れ、その中で先導的な活動を担う20の
事業は、「自治体SDGsモデル事業」と
して選定されている。SDGs未来都市
は、国内全体が持続的な経済社会の推
進を図り、優れた取り組みを世界に発
信するのが目的。地方創生を進めてい
くには街が一つとなり、持続可能なま
ちづくりを行う必要がある。もしかす
ると、あなたの住んでいる地域もSDGs
未来都市かもしれない。

SDGsの動きに
街が一体で参加

飲み終わった牛乳パック、読み終えた
新聞紙、不要な段ボール……。世の中
には、再利用できるものがいっぱいだ。
特に資源となる紙ごみは、スーパーの
「回収ボックス」へ持っていくと、ポイ
ントが貯まることもある。また、缶の
プルタブやペットボトルの蓋など、捨
ててしまいがちな資源ごみにも注意。
いらなくなったものを同じ形で再利用
するだけでなく、別の形に変えて、私
たちの生活に役立たせることもできる
のだ。自分の身近な地域にも、回収場
所がないか探してみてほしい。

牛乳パックや古紙は
スーパーへ持参

私たちが普段歩く道や利用する施設は、
車いすの方々にとって不便なことが多
い。そのため、外出に対して消極的な
人も少なくないという。そんななか、
車いすの方が気軽に外出できるよう、
バリアフリーマップアプリが開発され
た。ユーザーは、車いすでも楽しめる
お店や施設を登録し、危険な道も事前
に察知できる。登録者数の増加と比例
して、マップ内の施設が増えるという、
みんなでつくるアプリだ。誰もが楽し
める場所を共有し合えば、平等な社会
になる日もそう遠くないだろう。

車いすでも
楽しい生活を

日常生活はSDGsの宝庫！
今、私たちが

未来のためにできること
私たちの身の回りでは、環境や社会の改善にむけた動きを目にすることが多くなりました。

ここでは、その中からいくつかのアイデアをピックアップしてご紹介します。
「もったいない」「自分らしくありたい」と思う気持ちが、日常を変えるきっかけに。

もし、あなたが「自分にもできる」と共感するアイデアがあれば、今すぐチャレンジしてみては!?
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S　
上
場
企
業
に
よ
る
株
主
・
投
資
家
へ

の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
は
、
こ
こ
数
年
で

大
き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
ま
で
上
場
企

業
は
、
財
務
諸
表
や
売
上
・
利
益
な
ど

の
財
務
指
標
を
中
心
と
し
た
I
R
活
動

を
行
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
E
S
G

（
環
境
・
社
会
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
）
を
無
視
し
た
経
営
を
し
て
、
社

会
か
ら
強
く
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
る
と
い

う
出
来
事
が
頻
発
。
こ
れ
を
受
け
て
株

価
と
と
も
に
企
業
価
値
が
急
落
し
、
株

主
や
投
資
家
に
大
き
な
損
失
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
も
と
に
、
財
務
の
み
な
ら
ず

非
財
務
情
報
の
開
示
が
求
め
ら
れ
る
と

と
も
に
、
社
会
的
な
課
題
解
決
が
新
た

な
事
業
機
会
と
投
資
機
会
を
生
み
出
す

と
い
う
考
え
方
が
拡
大
す
る
。
こ
れ
が

「
E
S
G
投
資
」
と
い
う
考
え
方
に
発
展

し
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
E
S
G
を
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、

環
境
（
E
）
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
資
源
の
効
率

的
な
運
用
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
指
す
。

社
会
（
S
）
は
、
国
内
で
も
注
目
さ
れ

て
い
る
働
き
方
改
革
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
、
女
性
活
躍
や
外
国
人
採
用

な
ど
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
自
然
災
害

時
の
B
C
P
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

貢
献
な
ど
C
S
R
活
動
な
ど
が
代
表
的

だ
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
G
）
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
ほ
か
企
業
倫
理
、
情
報
漏

洩
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
係
る
リ
ス
ク
管
理
、

適
正
な
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を

指
す
。

　
投
資
家
が
株
式
投
資
を
す
る
と
き
、

E
S
G
と
い
う
3
つ
の
観
点
か
ら
企
業

の
将
来
性
や
持
続
性
を
分
析
し
、
投
資

先
を
選
別
す
る
方
法
が
「
E
S
G
投
資
」

で
あ
る
。
確
実
な
リ
タ
ー
ン
を
得
る
の

が
最
大
の
目
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
正

し
い
経
営
を
行
う
企
業
に
資
本
が
供
給

さ
れ
、
世
界
の
社
会
全
体
の
持
続
性
に

も
プ
ラ
ス
の
成
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

期
待
で
き
る
。

　
E
S
G
投
資
の
歴
史
は
、
2
0
0
6

年
に
遡
る
。
同
年
、
当
時
の
ア
ナ
ン
国

連
事
務
総
長
が
機
関
投
資
家
に
対
し
、

E
S
G
を
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
入
れ

る
P
R
I
を
提
唱
し
た
の
が
発
端
で
あ

る
。
2
0
0
8
年
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
投
資
家
に
よ
る
短
期

的
な
利
益
追
求
の
姿
勢
に
批
判
が
高
ま

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
P
R
I
の
署
名
機

関
が
急
増
す
る
。
運
用
資
産
額
が
約

1
6
0
兆
円
と
い
う
世
界
最
大
の
年
金
運

用
機
関
、
日
本
の
G
P
I
F
も
2
0
1
5

年
に
P
R
I
に
署
名
し
、
E
S
G
投
資
へ

の
前
向
き
な
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

2
0
1
9
年
3
月
末
時
点
に
お
い
て
、

世
界
各
国
の
2
4
0
0
も
の
年
金
基
金

や
運
用
会
社
な
ど
が
P
R
I
に
署
名
し

て
い
る
。

　
S
D
G
s
が
世
界
中
で
急
速
に
認
知

さ
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
E
S
G
投
資

の
拡
大
で
あ
る
。
17
目
標
を
基
軸
と
し

た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
で
あ
る

S
D
G
s
が
、
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
の
は
2
0
1
5
年
の
こ
と
。
そ

の
後
、
2
0
1
7
年
の
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
に
お
い
て
、

S
D
G
s
に
よ
る
経
済
効
果
は
12
兆
ド

ル
と
試
算
さ
れ
る
と
い
う
報
告
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
G
P
I
F
は
E
S
G

投
資
の
運
用
資
金
を
、
そ
れ
ま
で
の
1

兆
円
か
ら
3
兆
円
に
増
や
す
と
宣
言
し

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
年
11
月
に
は

経
団
連
が
、
S
o
c
i
e
t
y
5
.
0
の

実
現
を
通
じ
た
S
D
G
s
の
達
成
を
柱

と
し
て
、
企
業
行
動
憲
章
を
改
定
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
流
通
大
手
や
基

幹
製
品
メ
ー
カ
ー
が
S
D
G
s
を
強
く

打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
公
的
機
関
だ

け
で
な
く
、
民
間
企
業
に
も
S
D
G
s

が
広
く
浸
透
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
日
本
政
府
の
S
D
G
s
推
進
本
部
が

策
定
す
る
実
施
指
針
に
お
い
て
も
、

E
S
G
投
資
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
S
D
G
s
は
E
S
G
と

大
き
な
関
連
性
が
あ
る
。
S
D
G
s
の

17
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る
企
業
は
、

そ
れ
に
比
例
し
て
E
S
G
評
価
が
向
上

す
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
こ
れ

は
、
S
D
G
s
に
対
し
て
前
向
き
に
取

り
組
む
企
業
に
と
っ
て
、
投
資
家
か
ら

の
資
金
が
集
ま
り
や
す
く
な
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
E
S
G
や
S
D
G
s
に

対
し
て
企
業
が
取
り
組
む
意
義
を
解
説

し
て
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
C
S
R

活
動
と
は
、
い
っ
た
い
何
が
異
な
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
C
S
R
と
E
S
G
と
S
D
G
s
に
は
、

社
会
お
よ
び
企
業
そ
の
も
の
の
持
続
性

を
高
め
る
と
い
っ
た
、
共
通
の
目
的
が

あ
る
た
め
、
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
C
S
R
は
環
境

や
社
会
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
事
業
へ
の
参
画
、
災
害
支
援

や
寄
付
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

事
業
と
は
直
接
関
係
の
な
い
活
動
も
ふ

く
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
利
益
還
元
に

よ
る
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
い
う

側
面
も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
E
S
G

は
健
全
な
企
業
経
営
に
よ
る
価
値
向
上

に
資
す
る
と
い
う
意
味
合
い
が
強
く
、

S
D
G
s
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
な
か

に
、
社
会
・
環
境
に
貢
献
す
る
新
た
な

事
業
機
会
を
見
出
す
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

　
S
D
G
s
は
2
0
3
0
年
を
目
安
と

し
て
、
世
界
中
の
社
会
全
体
で
意
識
を

共
有
し
、
連
携
し
て
持
続
的
な
社
会
の

実
現
を
達
成
す
べ
く
設
定
さ
れ
た
目
標

で
あ
り
、
E
S
G
や
C
S
R
を
包
含
す

る
も
の
と
い
え
る
。
投
資
家
や
金
融
機

関
を
主
な
対
象
と
す
る
E
S
G
、
従
業

員
・
取
引
先
・
地
域
住
民
な
ど
幅
広
い

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
対
象
と
す
る

C
S
R
。
そ
し
て
、
社
会
全
体
の
方
向

性
を
定
め
、
地
球
の
未
来
を
も
左
右
す

る
S
D
G
s
。
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
ご
と
、

解
決
で
き
る
重
要
課
題
を
定
め
、

S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
む
け
た
大
き

な
ス
キ
ー
ム
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

持続可能な未来をめざして
CSRとESGを
包含するSDGsへの期待

E
S
G
へ
の
関
心
の
高
ま
り

S
D
G
s
の
取
り
組
み
を
評
価

新
た
な
事
業
機
会
の
創
出
へ

CSR
Corporate Social Responsibilityの略で、企
業の社会的責任のこと。事業活動を通じて、
倫理的観点から自主的に社会に貢献する責
任を意味する。

GPIF
Government Pension Investment Fundの略
で、日本の年金積立金管理運用独立行政法
人のこと。預託された公的年金積立金の管
理や運用を行っている。

PRI
Principles for Responsible Investmentの略。
責任投資原則を指し、機関投資家がESGの
課題を投資の意思決定に組み込むことで、
長期的な投資リターンの向上を目的とする。

ESG
環境（Environment）、社会（Social）、企業統
治（Governance）の頭文字をとったもの。企
業および企業への投資の持続可能性と、社会
的影響を検討する中心的な3つの要素を指す。

ESG
環境・社会
企業統治

【投資家・金融機関】

CSR
企業の社会的責任

【すべてのステーク
ホルダー】

サステナブルな
未来へ

SDGs
持続可能な開発目標

【社会全体】

SDGs 17の目標
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B

Business Scope
including SDGs

SDGsのマッピング例 ※架空メーカーを想定

　　
S
D
G
s
は
政
府
に
よ
る
力
強
い
プ

ッ
シ
ュ
も
あ
り
、
民
間
企
業
へ
の
広
が

り
が
加
速
し
て
い
る
。

　
2
0
1
5
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

S
D
G
s
が
採
択
さ
れ
た
後
、
こ
れ
を

推
進
す
る
た
め
、
政
府
は
ま
ず
国
内
の

基
盤
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る
。

2
0
1
6
年
5
月
、
総
理
大
臣
を
本
部

長
に
、
官
房
長
官
と
外
務
大
臣
を
そ
れ

ぞ
れ
副
本
部
長
と
し
、
全
閣
僚
を
構
成

員
と
す
る
S
D
G
s
推
進
本
部
を
設
置
。

国
内
と
国
際
協
力
の
両
面
か
ら
、
ト
ッ

プ
が
率
先
し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ

た
。
さ
ら
に
、
本
部
の
下
、
行
政
、
民

間
企
業
、
N
P
O
や
N
G
O
、
有
識
者
、

国
際
機
関
を
ふ
く
む
各
種
団
体
な
ど
、

幅
広
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る

S
D
G
s
推
進
円
卓
会
議
で
の
対
話
を

経
て
、
同
年
12
月
に
は
S
D
G
s
実
施

指
針
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
の
2
0
1
9
年
12
月
に
行
わ

れ
た
会
合
で
は
、
初
め
て
S
D
G
s
実

施
指
針
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、

2
0
2
0
年
の
具
体
的
施
策
を
と
り
ま

と
め
た
「
S
D
G
s
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
2
0
2
0
」
を
決
定
し
た
。
こ
の
4

年
間
で
S
D
G
s
の
達
成
に
む
け
た
政

策
の
方
向
性
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
、
各

省
庁
が
予
算
や
制
度
を
整
備
す
る
段
階

へ
と
た
ど
り
着
い
た
。

　
ま
た
、
国
際
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
の
発

信
も
見
逃
せ
な
い
。
国
連
は
「
ス
ポ
ー

ツ
と
S
D
G
s
に
つ
い
て
密
接
な
関
係

が
あ
る
」
と
提
唱
し
て
お
り
、
東
京
で

開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
、
日
本

政
府
は
東
京
都
と
と
も
に
S
D
G
s
へ

の
貢
献
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
（
た
だ

し
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
延
期
）。

2
0
2
5
年
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関

西
万
博
も
S
D
G
s
が
主
目
的
と
さ
れ

る
な
ど
、
世
界
を
巻
き
込
む
巨
大
イ
ベ

ン
ト
で
発
信
す
る
意
義
は
き
わ
め
て
大

き
い
。
P
R
や
広
告
宣
伝
の
効
果
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
民
間
企
業
や
消
費
者
が

S
D
G
s
に
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
に

な
る
は
ず
だ
。

　
と
こ
ろ
で
、
民
間
企
業
が
S
D
G
s

に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
と
は
何
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
大
き
く
3
つ
の
視
点
か

ら
考
え
て
み
た
い
。

　
第
一
に
、
経
営
リ
ス
ク
の
回
避
だ
。

も
と
も
と
S
D
G
s
は
、
E
S
G
へ
の

関
心
の
高
ま
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も

の
で
、
そ
の
背
景
に
は
利
益
の
追
求
を

優
先
す
る
あ
ま
り
、
社
会
や
環
境
へ
の

負
荷
を
無
視
し
た
経
営
を
行
う
こ
と
へ

の
反
発
が
あ
っ
た
。
株
主
や
投
資
家
か

ら
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
る
だ
け
で
な
く
、

企
業
ブ
ラ
ン
ド
が
下
降
す
れ
ば
、
結
果

と
し
て
経
営
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、
上
場
企

業
を
は
じ
め
と
す
る
大
企
業
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
た
と
え
中
小
企
業
で
あ

っ
て
も
、
こ
の
世
界
的
な
潮
流
を
無
視

す
れ
ば
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
か
ら
除

外
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
上
場
・
非
上
場
、
企
業
の
規
模

を
問
わ
ず
、
S
D
G
s
の
理
解
と
推
進

が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
S
D
G
s
の
達
成
に

よ
り
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
地
域
開
発

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
12
兆
ド
ル

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
と
予
測
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
だ
。
た
と

え
ば
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
決
に
む

け
世
界
規
模
の
大
手
飲
食
店
チ
ェ
ー
ン

を
中
心
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス
ト
ロ

ー
を
廃
止
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
。
仮
に
最
先
端
の
技
術
を
保
有
す

る
中
小
企
業
が
、
環
境
に
配
慮
し
た
ス

ト
ロ
ー
を
開
発
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
ビ
ッ
グ
ビ
ジ

ネ
ス
に
成
長
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
企
業
が
S
D
G
s
を
経
営
戦
略

に
組
み
込
む
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
回
避

と
売
上
の
向
上
と
い
う
、
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
点
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

昨
今
、
社
会
・
環
境
へ
の
意
識
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
問
題
解
決
に
取
り
組
み

た
い
と
い
う
若
者
が
増
え
て
い
る
と
聞

く
。
実
際
、
大
学
で
も
学
部
を
問
わ
ず
、

S
D
G
s
に
関
心
を
持
つ
学
生
も
多
く
、

書
店
に
行
け
ば
、
関
連
書
籍
が
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
は
ず
だ
。

つ
ま
り
、
企
業
の
S
D
G
s
へ
の
取
り

組
み
は
、
従
業
員
満
足
や
採
用
力
の
向

上
に
も
寄
与
す
る
。

　
社
会
全
体
で
S
D
G
s
の
達
成
へ
の

気
運
が
高
ま
る
と
、
当
然
、
消
費
者
の

意
識
も
変
化
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
消
費

者
庁
が
実
施
す
る
「
平
成
30
年
度
消
費

者
意
識
基
本
調
査
」
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

約
6
割
の
人
が
「
環
境
に
配
慮
し
た
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
」
と
答
え
た
。

ま
た
、
約
4
割
の
人
が
日
頃
の
生
活
で

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関
心
を
持

つ
」
と
回
答
し
て
い
る
。
す
で
に
、
消

費
行
動
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
い
る
こ

と
も
想
像
に
難
く
な
い
。

　
2
0
3
0
年
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

S
D
G
s
。
そ
の
頃
に
は
、
こ
の
潮
流

に
反
す
る
よ
う
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
こ
の
前
提
の
も
と
、
自
社
の

事
業
や
商
品
の
抱
え
る
リ
ス
ク
を
洗
い

出
し
、
い
ち
早
く
対
応
策
を
検
討
す
る
。

そ
し
て
、
S
D
G
s
の
17
目
標
か
ら
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
探
し
て
み
る
。
将

来
的
な
企
業
価
値
の
維
持
・
向
上
に
は
、

こ
れ
ら
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で
初
め
て
S
D
G
s

に
取
り
組
む
と
き
、
2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
E
S
G
フ
ァ
ク
タ
ー
の

検
討
と
S
D
G
コ
ン
パ
ス
の
活
用
で
あ
る
。

　
E
S
G
フ
ァ
ク
タ
ー
と
は
、
環
境
・

社
会
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か
ら
、
企

業
の
持
続
可
能
性
や
倫
理
的
な
状
況
を

測
定
す
る
た
め
の
要
素
を
指
す
。
こ
れ

ら
を
把
握
す
る
に
は
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
、
優
先
度
を
ふ
く

め
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

不
動
産
や
工
場
な
ど
の
施
設
を
保
有
し

て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
女
性
が
多
い

と
か
福
利
厚
生
や
労
働
環
境
な
ど
、
企

業
に
よ
っ
て
重
要
な
E
S
G
フ
ァ
ク
タ

ー
は
異
な
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
、
協

力
会
社
な
ど
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含

め
、
事
業
の
全
体
像
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
上
で
優
先
す
べ
き
フ
ァ

ク
タ
ー
を
検
討
し
、
目
標
と
す
る
指
標

や
実
績
な
ど
を
挙
げ
、
で
き
る
だ
け
数

値
化
す
る
か
、
客
観
的
な
エ
ビ
デ
ン
ス

を
準
備
し
て
表
示
し
た
い
。

　
次
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
S
D
G
s

の
17
目
標
と
の
連
携
を
図
る
。
こ
れ
に

は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国

際
基
準
の
策
定
を
使
命
と
す
る
非
営
利

団
体
、
G
R
I
が
作
成
し
た
S
D
G
コ

ン
パ
ス
が
便
利
だ
。
こ
れ
は
、
各
企
業

に
相
応
し
い
S
D
G
s
と
の
連
携
モ
デ

ル
づ
く
り
を
支
援
す
る
も
の
だ
。①

S
D
G
s
を
理
解
す
る
　
②
優
先
課
題

を
決
定
す
る
　
③
目
標
を
設
定
す
る
　

④
経
営
へ
統
合
す
る
　
⑤
報
告
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
　
と
い
う
5

つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特

に
②
で
は
、
自
社
の
事
業
内
容
に

S
D
G
s
を
落
と
し
込
む
方
法
が
紹
介

さ
れ
て
い
て
、
有
用
な
ツ
ー
ル
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

17
の
目
標
す
べ
て
を
扱
う
必
要
は
な
い
。

自
社
の
事
業
内
容
や
経
営
目
標
を
ふ
ま

え
、「
正
」
と
「
負
」
の
影
響
を
評
価
し

な
が
ら
優
先
課
題
を
決
め
、
S
D
G
s

の
各
目
標
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い
く
の

で
あ
る
。

　
今
後
、
あ
ら
ゆ
る
企
業
に
お
い
て
、

社
会
や
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
こ
と

が
不
可
欠
に
な
る
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

S
D
G
s
と
真
剣
に
向
き
合
っ
て
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

国
際
イ
ベ
ン
ト
で
動
き
が
加
速

企
業
の
多
様
な
メ
リ
ッ
ト

具
体
的
な
方
針
の
策
定
へ

GRI
Global Reporting Initiativeの略。同団体がつくる国際基準は、「サ
ステナビリティ」という抽象的な概念を具体的な指標として可視
化したもの。持続可能な経営をめざす企業を後押しする。

企業にとって不可欠な理由
ブランドの維持・向上と

安定成長が可能に

「
正
」
の
影
響
を
拡
大

原材料の調達 サプライヤー
で加工

CSR活動 再生可能エネルギーの活用

少子高齢化・生産年齢人口の減少への対策

リユース・リサイクル活動

ダイバーシティへの取り組み

ESGに沿って調達 企業倫理・コンプライアンス

環境への負荷低減

情報セキュリティ対策

安全・防災活動

調達物流 工場で製造 物 流 販 売 メンテナンス 廃 棄

「
負
」
の
影
響
を
低
減
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T
Think and Change
IR activities 上場企業におけるIR活動

株主・投資家を対象とした
アイテムの見直しを

　
昨
今
、
上
場
企
業
の
I
R
活
動
に
お

い
て
、
社
会
・
環
境
な
ど
非
財
務
情
報

の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
ま
で

は
、
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
と
C
S
R

報
告
書
を
別
冊
で
発
行
す
る
ケ
ー
ス
が

多
か
っ
た
が
、
E
S
G
投
資
の
動
き
に

よ
り
、
統
合
報
告
書
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

っ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
、
社
会
か
ら
の

要
請
の
変
化
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
持

続
可
能
性
に
配
慮
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
へ
の
期
待
。
あ
る
い
は
、
国
内
で
は

「
働
き
方
改
革
」
の
推
進
に
よ
る
女
性
活

躍
や
在
宅
ワ
ー
ク
な
ど
、
株
主
・
投
資

家
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
幅
広
い
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
対
象
と
し
た
I
R
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
印
刷

物
・
W
e
b
・
映
像
な
ど
メ
デ
ィ
ア
が

多
様
化
。
さ
ら
に
、
P
C
だ
け
で
な
く
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
な
ど
端
末
の
種

類
が
増
え
、
I
R
担
当
者
の
負
担
は
増

す
ば
か
り
だ
。

　
そ
こ
で
、
多
く
の
制
約
と
限
ら
れ
た

予
算
の
な
か
で
全
体
最
適
を
図
る
の
が

課
題
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
の

増
加
や
ス
マ
ホ
の
普
及
、
情
報
提
供
・

更
新
の
ス
ピ
ー
ド
感
な
ど
の
理
由
か
ら
、

I
R
活
動
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
イ
ト
の

「
I
R
情
報
」
ペ
ー
ジ
が
中
心
に
な
る
の

は
間
違
い
な
い
。
こ
こ
で
は
動
画
を
ふ

く
め
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　
一
方
、
印
刷
物
で
は
従
来
、
さ
ま
ざ

ま
な
ツ
ー
ル
を
制
作
し
て
株
主
や
投
資

家
に
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ズ
し
て
き
た
。
そ

こ
で
、
I
R
関
連
の
ツ
ー
ル
を
整
理
す

る
た
め
に
も
、
印
刷
物
は「
統
合
報
告
書
」

と
「
株
主
通
信
」
の
2
冊
に
集
約
す
る

こ
と
を
ご
提
案
し
た
い
。
前
者
は
、
財

務
情
報
に
加
え
、
環
境
・
社
会
な
ど
非

財
務
情
報
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。

企
業
ブ
ラ
ン
ド
と
価
値
創
造
の
プ
ロ
セ

ス
な
ど
、
全
体
像
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
主
要
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
機
関
投
資

家
と
し
な
が
ら
も
、
取
引
先
や
就
活
生

な
ど
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
対

象
に
年
1
回
発
行
す
る
。
後
者
は
、
従

来
ど
お
り
年
1
〜
2
回
、
定
期
的
な
個

人
株
主
へ
の
接
点
を
維
持
す
る
媒
体
と

し
て
、
長
期
保
有
ほ
か
安
定
株
主
の
確

保
を
目
的
に
制
作
す
る
の
で
あ
る
。
一

貫
性
が
生
ま
れ
、
担
当
者
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
統
合
報
告
書
の
発
行
に
は
3

つ
の
方
法
が
あ
る
。
1
つ
は
、
印
刷
物
だ
。

冊
子
と
し
て
実
体
が
あ
る
た
め
、
企
業

価
値
を
感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。
2
つ
目
は
P
D
F
デ
ー
タ
で
、

W
e
b
サ
イ
ト
を
訪
れ
た
ユ
ー
ザ
ー
な

ら
、
す
ぐ
に
閲
覧
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
た
だ
し
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
長
文

を
読
む
の
は
苦
痛
だ
し
、
ペ
ー
ジ
数
が

多
い
と
不
便
だ
。
そ
こ
で
、
3
つ
目
の

方
法
と
し
て
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

P
D
F
が
登
場
し
た
。
見
た
目
は
P
D
F

と
同
様
だ
が
、
ス
ク
ロ
ー
ル
し
な
く
て

も
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
見
た
い
ペ
ー
ジ
に

飛
べ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
ペ
ー
ジ

だ
け
出
力
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。
ハ
イ

パ
ー
リ
ン
ク
や
動
画
も
埋
め
込
め
る
た

め
、
印
刷
物
と
デ
ジ
タ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の

利
点
を
融
合
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
S
D
G
s
が
注
目
さ
れ
る
昨
今
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
、
I
R
ツ
ー
ル
を
整
理
し
、

伝
達
手
段
を
見
直
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
上
場
企
業
に
期
待
さ
れ
る
S
D
G
s

の
2
0
3
0
年
ま
で
の
ゴ
ー
ル
に
む
け
、

新
た
な
I
R
活
動
に
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。
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BUY
法人顧客との接点を生み出し、新たな商談から売上につなげるためのノウハウをお届けするコーナー。
第1回のテーマは、多くの会社の課題である「集客」です。あなたの会社のお悩みが解決できるかも⁉

「いま買いたい」へのきっかけづくり。

B2B企業の「マーケ塾」

特定企業の担当部門に対し、
お役立ち情報や商品のメリッ
トを、さまざまな通信手段で
伝える方法を指す。PUSH型
メディアのため、顕在ニーズ
だけでなく潜在ニーズを掘り
起こすことができる。メール
やフォームを使う方法もある
が、迷惑メールとして処理さ
れることが多いため郵送がお
すすめ。また、B2Bの場合は
個人名では送付できないため、
開封率を高めて長く保管して
もらう工夫が必要となる。こ
れには、的確な送付リストの
収集と、気づき・発見・ノウ
ハウ・ヒントなど、十分な情
報量で読み応えあるコンテン
ツが求められる。

先に紹介したPULL型のWebマーケテ
ィングとはちがい、規模・業界・社
歴など、取引したい顧客企業を選ん
でアプローチすることが可能。また、
実体のある印刷物は、受け取った見
込客が「価値」を感じやすいという
メリットもある。デジタル時代だか
らこそインパクトがあり、反応が大
いに期待できる。

新たな潜在ニーズを掘り起こす

ダイレクトメール

Agenda 03

上手に運用すれば、非常に大
きな効果が期待できる手法で
あ る。お お ま か な 流 れ は
GoogleやYahoo!に広告掲載料
を支払い、ユーザーの検索結
果画面に売りたい商品の有料
広告を表示。自社のWebサイ
トへのアクセス数を増加させ
るというものだ。PPCといっ
て、ユーザーがクリックする
たびに料金が発生するが、上
限予算を設定できるためコン
トロールしやすい。B2Cの場
合、競合が多くクリック単価
が高止まりする傾向にある。
一方、B2Bはニッチなキーワ
ードが多いため、少ない予算
で大きな効果を得ることも十
分に可能。

運用次第では“大化け”するポテン
シャルがある。検索するユーザーは
ニーズが顕在化しているため、即効
性があるのが特長。また、少ない予
算でスタートして反応があれば、広
告投資額を増やすことで購入者が増
え、再現性も高い。成功すればエリ
アを広げることもできるため、拡張
性が大きい。

検索ワードを見つけて広告を出稿

リスティング広告

Agenda 01

SEOは「検索エンジン最適化」
で、広告ではなくオーガニッ
クの検索結果において、上位
表示をねらう手法のこと。か
つてサイトの「被リンク数」
が重視されていたが、今では
コンテンツ、つまり記事の質
が高いページが評価されるよ
うになった。ユーザーにとっ
て有益で役立つ記事を定期的
に発信し、ページの上位表示
をねらうため、コンテンツ
SEOと呼ばれる。情報を発信
する媒体を「オウンドメディ
ア」といい、商品の販売では
なく、ユーザーの信頼獲得が
目的。顧客接点を生み出す活
動の総称をコンテンツマーケ
ティングという。

広告宣伝費を軽減・抑制できるだけ
でなく、ユーザーが自ら行動して情
報を収集するため、自社の商品にマ
ッチする見込客が集まるのが特長。
業界リーダーとして認識されること
も。「いますぐ客」を集めつつ、「そ
のうち客」を教育・啓蒙してファン
にし、中長期的な視点で商談のタイ
ミングを図る。

有益情報を発信して接点をつくる

コンテンツSEO

Agenda 02

Lesson 01

著者：中野 道良
発行：2020年9月3日
定価：本体1,800円＋税

新規顧客が勝手にあつまる 販促の設計図
「営業スタッフを使わない」「下請けもやらない」中小企業が売上を伸ばすための法則

SNS 動画 営業代行

マス広告展示会 テレアポ

プレス
リリース

［Webマーケティングの“両横綱”］

リスティング広告 コンテンツSEO

［ニーズを掘り起こす“切り札”］

ダイレクトメール

［顧客企業の担当者］

勉強熱心で
積極的

インターネットで
検索する

［顧客企業の担当者］

自らは
行動しない

保守的で
課題に

気づいていない

［あなたの会社］

受け皿を用意しておく

働きかける必要がある

全国有名書店にて発売中！
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Project STORY

が
企
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
ご
満

足
い
た
だ
け
て
い
ま
す
か
？

増
岡
　
毎
号
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら

5
つ
ほ
ど
案
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

い
つ
も
当
社
の
顧
客
層
に
合
っ
た
良
い

企
画
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
て
安
心

し
ま
し
た
。
広
報
誌
の
読
者
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
な
か
で
も
女
性

に
設
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
々
に

響
く
よ
う
な
企
画
を
事
前
に
準
備
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
記
事

を
き
っ
か
け
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
企

画
が
専
門
的
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
私
ど
も
の

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

増
岡
　
渡
邊
さ
ん
も
松
本
さ
ん
も
人
柄

が
よ
く
、
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
和

や
か
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
年
に
1
回
の
懇
親
会
の
場
で
は
、

仕
事
と
関
係
な
い
趣
味
の
話
で
盛
り
上

が
り
、
毎
回
お
腹
が
痛
く
な
る
く
ら
い

笑
っ
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
懇
親
会
の
と
き
、
石
野
さ
ん
と

家
が
近
所
だ
と
い
う
こ
と
が
発
覚
し
て
、

終
了
後
は
一
緒
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

女
性
4
人
で
女
子
会
の
よ
う
な
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
る
と
き
も
多
い
で
す
よ

ね
。
た
だ
、
打
ち
合
わ
せ
や
取
材
な
ど

仕
事
の
場
で
は
気
を
抜
か
ず
、
失
礼
の

な
い
態
度
で
臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
材
前
に
は
、
下
調
べ
を
し
っ

か
り
行
い
、
当
日
の
住
協
様
へ
の
負
担

を
減
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

増
岡
　
実
際
、
取
材
当
日
は
段
取
り
よ
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
く
だ
さ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
集
の
取
材

は
一
日
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
一
緒
に
い
て
楽
し
い
お
二
人
と
仕

事
が
で
き
て
満
足
で
す
ね
。
ま
た
、
お

二
人
と
も
同
性
で
、
年
齢
が
近
い
の
で
、

訂
正
箇
所
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
な

ど
、
こ
ち
ら
の
要
望
を
気
軽
に
お
伝
え

で
き
る
の
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

松
本
　
特
集
の
取
材
で
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
回
は
あ
り
ま
す
か
。

石
野
　
14
号
で
取
り
上
げ
た
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
は
、
取
材
に
行
っ
た
中
で
も
特
に

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
が
流

行
っ
て
い
る
か
ら
、
と
選
ん
だ
企
画
で

し
た
が
、
前
日
ま
で
は
増
岡
と
「
行
く

の
は
面
倒
だ
な
あ
」
と
話
を
し
て
い
て
。

で
も
、
実
際
に
取
材
に
行
っ
た
ら
す
ご

く
楽
し
い
（
笑
）
取
材
班
み
ん
な
で
作

っ
た
食
事
も
美
味
し
く
、
何
よ
り
も
初

め
て
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
の
で
新
鮮
で

し
た
。

松
本
　
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ア
ヒ
ー
ジ

ョ
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

石
野
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

た
ち
は
慣
れ
な
い
キ
ャ
ン
プ
ロ
ケ
で
疲

れ
果
て
、
最
後
の
方
は
休
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
間
も
ア
ド
バ
ン
ド
の
皆

さ
ん
は
一
生
懸
命
に
、
撮
影
用
の
シ
ャ

ボ
ン
玉
づ
く
り
の
準
備
を
し
て
く
れ
て
。

ど
ん
な
時
で
も
し
っ
か
り
仕
事
を
こ
な

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
で
き
ま
す
。

松
本
　
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
紹
介
し
た
「
巨
大
シ
ャ
ボ

ン
玉
」
で
す
ね
。
取
材
前
に
、
オ
フ
ィ

ス
の
近
く
の
公
園
で
、
そ
の
場
に
い
た

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
練
習
し
た
の
で
、

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
事
前

に
練
習
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
当
日

き
れ
い
に
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
広
報
誌
は
他
の
制
作
物
と
ち

が
い
、
大
胆
な
テ
ー
マ
を
扱
え
る
の
で

刺
激
に
な
り
ま
す
。
16
号
の
企
画
で
、

オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
の
飯
能
に
あ
る
北

欧
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
「
メ
ッ
ツ
ァ

ビ
レ
ッ
ジ
」
に
取
材
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、

施
設
を
紹
介
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
撮
影
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も

気
を
遣
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
、
寒

さ
と
強
風
の
影
響
で
撮
影
に
は
苦
戦
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
カ
メ
ラ
マ

ン
さ
ん
と
協
力
し
て
、
建
物
や
商
品
を

満
足
の
い
く
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
、
ま
た
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
ス
ム

ー
ズ
な
撮
影
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

石
野
　
も
と
も
と
は
カ
ヌ
ー
に
乗
る
は

ず
だ
っ
た
の
に
、
風
が
強
く
て
断
念
し

た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
く
ら
い
過
酷
な

現
場
で
し
た
。
い
つ
も
私
た
ち
が
取
材

の
ア
ポ
取
り
を
す
る
の
で
す
が
、
内
容

に
関
し
て
は
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
が
主
導

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

松
本
　
企
画
の
構
想
段
階
で
は
、
メ
ッ

ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
材
許
可
が
下
り
る

か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
万
が
一
に

備
え
て
代
替
案
も
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

16
号
で
は
ボ
ツ
に
な
っ
た
代
替
案
で
す

が
、
打
ち
合
わ
せ
で
好
評
だ
っ
た
の
と
、

以
前
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
ご
要
望
が

あ
っ
た
の
で
、
18
号
で
採
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

増
岡
　
パ
ン
の
企
画
で
す
ね
。
ベ
ー
カ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
て
食
べ
る
パ
ン

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
自
分
で
作
っ
て
食
べ

る
パ
ン
も
紹
介
し
た
の
で
す
が
、
読
者

に
す
ご
く
好
評
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
休
校
中
の
方
が
多
く
、「
自
宅
で
子

ど
も
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
」
と
い
う

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
に
と
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

渡
邊
　
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
企
画
の
中

に
も
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、

ま
た
違
っ
た
観
点
で
提
供
で
き
る
も
の

も
あ
る
は
ず
な
の
で
、
今
後
も
折
を
見

て
提
案
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
の
特
集
以
外
に
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
良
か
っ
た
企
画
は
あ
り
ま
し
た

か
？

石
野
　
17
号
の
カ
メ
ラ
特
集
で
す
。
行

楽
シ
ー
ズ
ン
前
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
で
す
。

松
本
　
ご
好
評
い
た
だ
け
た
よ
う
で
良

か
っ
た
で
す
。
カ
メ
ラ
特
集
で
も
、
専

門
的
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
は
気
を

つ
け
ま
し
た
。
初
心
者
の
方
で
も
、
気

軽
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
カ

メ
ラ
の
設
定
な
ど
を
く
わ
し
く
掲
載
す

る
の
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
の
種
類
や
特

徴
な
ど
の
基
礎
知
識
を
中
心
に
、
す
ぐ

に
活
か
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま

し
た
。
プ
ロ
の
技
術
が
必
要
な
と
き
に

は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
依
頼
し
ま
す
が
、
こ

の
企
画
で
は
私
た
ち
４
人
が
カ
メ
ラ
を

持
ち
、
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
誌
面
に
載

せ
ま
し
た
。

増
岡
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
今
さ
ら
聞
け

な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

書
い
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、
企
画
は

成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

カ
メ
ラ
特
集
の
時
、
渡
邊
さ
ん
が
素
敵

な
お
店
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。

渡
邊
　
う
ず
ら
屋
で
す
ね
！ 

学
生
時
代

か
ら
私
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
、
フ
ラ

ン
ス
産
の
う
ず
ら
の
卵
を
使
っ
た
料
理

が
楽
し
め
る
お
店
で
す
。
実
は
こ
の
お

店
、
学
生
時
代
に
編
集
に
関
わ
っ
て
い

た
冊
子
に
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
も
広
ま
っ
た
ら
い

い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
実
際
に
ア
ポ
を
と
っ
て
い
た

だ
き
、
記
事
と
し
て
掲
載
し
た
結
果
、

お
客
様
か
ら
好
評
だ
と
知
り
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
何
よ
り
、
自
分
た
ち
が

楽
し
め
る
こ
と
は
、
お
客
様
に
と
っ
て

も
楽
し
い
こ
と
な
ん
だ
と
実
感
で
き
た

の
で
、
企
画
を
考
え
る
上
で
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

松
本
　
2
0
1
0
年
に
お
取
引
を
始
め

て
、
10
年
近
い
お
付
き
合
い
に
な
り
ま

す
が
、
ア
ド
バ
ン
ド
と
長
く
お
付
き
合

い
い
た
だ
い
て
い
る
理
由
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

増
岡
　
社
員
の
人
柄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
何
よ
り
も
結
果
を
出
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
実
際
、
社

内
で
は
一
度
も
発
注
先
を
変
え
よ
う
と

い
う
話
は
出
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

渡
邊
　
も
っ
た
い
な
い
お
言
葉
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
お
取
引
を

継
続
す
る
上
で
、
改
善
し
て
欲
し
い
点
や
、

期
待
す
る
点
は
あ
り
ま
す
か
？

石
野
　
特
に
な
い
で
す
ね
。
今
の
状
態

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
強
い
て
挙
げ
る

な
ら
、
来
年
度
く
ら
い
に
誌
面
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の

打
ち
合
わ
せ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
以
前
も
、
11
号
を
発
行
す
る
際
に
、

ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
私

は
広
報
誌
を
よ
く
知
ら
ず
、
マ
ン
ネ
リ

防
止
に
改
訂
を
行
う
と
い
う
発
想
が
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
節
は
ご
提
案
い
た

だ
け
て
助
か
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
前

回
同
様
、
お
客
様
の
意
見
を
参
考
に
、

よ
り
よ
い
冊
子
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
逆
に
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら

今
後
に
つ
い
て
ご
提
案
は
あ
り
ま
す
か
。

松
本
　
当
面
の
課
題
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
す
ね
。
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員

の
方
々
に
も
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し

ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
に
で

き
れ
ば
と
。
あ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
で
す
。
広
報
誌
に
掲
載
し
た
お
役

立
ち
情
報
を
W
e
b
サ
イ
ト
に
流
用
し
、

訪
問
者
を
広
く
集
め
、
会
社
の
知
名
度

や
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
構
築
・
支
援
な

ど
他
の
媒
体
で
も
お
力
に
な
れ
る
と
思

い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
邊
　
ア
ド
バ
ン
ド
に
広
報
誌
の
制
作

を
依
頼
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

石
野
　
2
0
1
0
年
に
会
社
案
内
の
制

作
を
依
頼
し
、
そ
こ
か
ら
取
引
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
一
年
ほ
ど
お
付
き

合
い
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ド
バ

ン
ド
さ
ん
か
ら
「
a
d
L
i
v
e
」
が

届
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
当
社
で
も

発
行
し
た
い
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
再

度
お
声
か
け
し
ま
し
た
。
他
の
制
作
会

社
が
、
会
社
案
内
や
広
告
寄
り
の
内
容

を
提
案
す
る
な
か
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん

は
お
客
様
に
と
っ
て
「
楽
し
い
」
情
報

を
届
け
る
と
い
う
当
社
の
意
図
を
し
っ

か
り
と
く
み
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
正

式
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

松
本
　
a
d
L
i
v
e
の
お
か
げ
で
、

ま
た
ご
縁
を
持
つ
こ
と
で
き
た
ん
で
す

ね
。
広
報
誌
を
発
行
す
る
目
的
に
つ
い

て
も
、
く
わ
し
く
伺
え
ま
す
か
？

石
野
　
住
宅
購
入
者
に
対
し
て
の
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
広
報

誌
の
発
行
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
各
支
店
の
営
業
と
お
客
様
と
の
間

で
し
か
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
の
で
、

会
社
と
お
客
様
と
の
間
で
も
関
係
を
つ

づ
け
る
べ
き
だ
と
。
今
も
そ
の
目
的
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

渡
邊
　
毎
号
、
誌
面
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
し
て
、
お
客
様
と
の
交
流
を
深
め

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

石
野
　
発
行
直
後
は
当
社
に
対
す
る
厳

し
い
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
集
約
し
、
全
支
店
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
社
員
の
意
識
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
苦

情
は
徐
々
に
減
り
、
最
近
で
は
、「
も
っ

と
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」「
こ

ん
な
企
画
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

っ
た
、
広
報
誌
へ
の
前
向
き
な
要
望
や

期
待
の
言
葉
も
増
え
て
い
ま
す
。
広
報

誌
を
通
し
て
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
の
は
、
何
よ
り

励
み
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
が
抱
え
て

い
る
当
社
へ
の
疑
問
に
対
し
、
Q
＆
A

方
式
で
応
え
る
企
画
を
誌
面
に
設
け
る

な
ど
、
意
見
の
集
約
を
図
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
特
集
記
事
に
つ
い
て
は
、
当
社

お
客
様
の
意
見
を
集
約
し
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る

読まれる広報誌で
会社とお客様との
つながりを構築
広報誌はお客様との接点の維持や

ブランド向上に有効なツールです。

読者の興味を惹く企画やコンテンツを

どのように作り上げるのでしょうか。

10年間、広報誌制作をご発注いただいている、

住協グループの石野様・増岡様に

アドバンドの制作担当者がお話を伺いました。

「価値ある住環境を創造し、地域の発展に貢献したい」という想いのもと、不動産の開発、仲介、
売買といった住まいに関わる事業を幅広く展開。特に西東京・埼玉エリアでの戸建事業において強
みを持つ。分譲物件では、自社ブランドの「グランシア」シリーズを中心に、フリープランの建築
条件付き土地商品において大きなシェアを持つ。
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が
企
画
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
ご
満

足
い
た
だ
け
て
い
ま
す
か
？

増
岡
　
毎
号
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら

5
つ
ほ
ど
案
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、

い
つ
も
当
社
の
顧
客
層
に
合
っ
た
良
い

企
画
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
そ
う
言
っ
て
い
た
だ
け
て
安
心

し
ま
し
た
。
広
報
誌
の
読
者
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
な
か
で
も
女
性

に
設
定
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
方
々
に

響
く
よ
う
な
企
画
を
事
前
に
準
備
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
記
事

を
き
っ
か
け
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
企

画
が
専
門
的
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
私
ど
も
の

対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
？

増
岡
　
渡
邊
さ
ん
も
松
本
さ
ん
も
人
柄

が
よ
く
、
い
つ
も
笑
顔
が
絶
え
な
い
和

や
か
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
年
に
1
回
の
懇
親
会
の
場
で
は
、

仕
事
と
関
係
な
い
趣
味
の
話
で
盛
り
上

が
り
、
毎
回
お
腹
が
痛
く
な
る
く
ら
い

笑
っ
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
懇
親
会
の
と
き
、
石
野
さ
ん
と

家
が
近
所
だ
と
い
う
こ
と
が
発
覚
し
て
、

終
了
後
は
一
緒
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

女
性
4
人
で
女
子
会
の
よ
う
な
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
る
と
き
も
多
い
で
す
よ

ね
。
た
だ
、
打
ち
合
わ
せ
や
取
材
な
ど

仕
事
の
場
で
は
気
を
抜
か
ず
、
失
礼
の

な
い
態
度
で
臨
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
材
前
に
は
、
下
調
べ
を
し
っ

か
り
行
い
、
当
日
の
住
協
様
へ
の
負
担

を
減
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

増
岡
　
実
際
、
取
材
当
日
は
段
取
り
よ
く
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
く
だ
さ
る
の
で
助

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
集
の
取
材

は
一
日
が
か
り
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
一
緒
に
い
て
楽
し
い
お
二
人
と
仕

事
が
で
き
て
満
足
で
す
ね
。
ま
た
、
お

二
人
と
も
同
性
で
、
年
齢
が
近
い
の
で
、

訂
正
箇
所
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
な

ど
、
こ
ち
ら
の
要
望
を
気
軽
に
お
伝
え

で
き
る
の
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

松
本
　
特
集
の
取
材
で
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
回
は
あ
り
ま
す
か
。

石
野
　
14
号
で
取
り
上
げ
た
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
は
、
取
材
に
行
っ
た
中
で
も
特
に

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
が
流

行
っ
て
い
る
か
ら
、
と
選
ん
だ
企
画
で

し
た
が
、
前
日
ま
で
は
増
岡
と
「
行
く

の
は
面
倒
だ
な
あ
」
と
話
を
し
て
い
て
。

で
も
、
実
際
に
取
材
に
行
っ
た
ら
す
ご

く
楽
し
い
（
笑
）
取
材
班
み
ん
な
で
作

っ
た
食
事
も
美
味
し
く
、
何
よ
り
も
初

め
て
の
キ
ャ
ン
プ
だ
っ
た
の
で
新
鮮
で

し
た
。

松
本
　
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ア
ヒ
ー
ジ

ョ
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

石
野
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私

た
ち
は
慣
れ
な
い
キ
ャ
ン
プ
ロ
ケ
で
疲

れ
果
て
、
最
後
の
方
は
休
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
間
も
ア
ド
バ
ン
ド
の
皆

さ
ん
は
一
生
懸
命
に
、
撮
影
用
の
シ
ャ

ボ
ン
玉
づ
く
り
の
準
備
を
し
て
く
れ
て
。

ど
ん
な
時
で
も
し
っ
か
り
仕
事
を
こ
な

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
安
心
し
て
お
任

せ
で
き
ま
す
。

松
本
　
キ
ャ
ン
プ
場
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
紹
介
し
た
「
巨
大
シ
ャ
ボ

ン
玉
」
で
す
ね
。
取
材
前
に
、
オ
フ
ィ

ス
の
近
く
の
公
園
で
、
そ
の
場
に
い
た

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
練
習
し
た
の
で
、

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
事
前

に
練
習
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
当
日

き
れ
い
に
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
広
報
誌
は
他
の
制
作
物
と
ち

が
い
、
大
胆
な
テ
ー
マ
を
扱
え
る
の
で

刺
激
に
な
り
ま
す
。
16
号
の
企
画
で
、

オ
ー
プ
ン
し
て
す
ぐ
の
飯
能
に
あ
る
北

欧
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
「
メ
ッ
ツ
ァ

ビ
レ
ッ
ジ
」
に
取
材
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、

施
設
を
紹
介
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、
撮
影
の
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も

気
を
遣
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
、
寒

さ
と
強
風
の
影
響
で
撮
影
に
は
苦
戦
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
カ
メ
ラ
マ

ン
さ
ん
と
協
力
し
て
、
建
物
や
商
品
を

満
足
の
い
く
写
真
に
収
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
、
ま
た
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
ス
ム

ー
ズ
な
撮
影
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

石
野
　
も
と
も
と
は
カ
ヌ
ー
に
乗
る
は

ず
だ
っ
た
の
に
、
風
が
強
く
て
断
念
し

た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
く
ら
い
過
酷
な

現
場
で
し
た
。
い
つ
も
私
た
ち
が
取
材

の
ア
ポ
取
り
を
す
る
の
で
す
が
、
内
容

に
関
し
て
は
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
が
主
導

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

松
本
　
企
画
の
構
想
段
階
で
は
、
メ
ッ

ツ
ァ
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
材
許
可
が
下
り
る

か
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
万
が
一
に

備
え
て
代
替
案
も
用
意
し
て
い
ま
し
た
。

16
号
で
は
ボ
ツ
に
な
っ
た
代
替
案
で
す

が
、
打
ち
合
わ
せ
で
好
評
だ
っ
た
の
と
、

以
前
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
て
ご
要
望
が

あ
っ
た
の
で
、
18
号
で
採
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

増
岡
　
パ
ン
の
企
画
で
す
ね
。
ベ
ー
カ

リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
て
食
べ
る
パ
ン

だ
け
じ
ゃ
な
く
、
自
分
で
作
っ
て
食
べ

る
パ
ン
も
紹
介
し
た
の
で
す
が
、
読
者

に
す
ご
く
好
評
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
休
校
中
の
方
が
多
く
、「
自
宅
で
子

ど
も
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
」
と
い
う

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
客
様
に
と
っ
て
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

を
お
届
け
で
き
ま
し
た
。

渡
邊
　
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
企
画
の
中

に
も
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、

ま
た
違
っ
た
観
点
で
提
供
で
き
る
も
の

も
あ
る
は
ず
な
の
で
、
今
後
も
折
を
見

て
提
案
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
の
特
集
以
外
に
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
が
良
か
っ
た
企
画
は
あ
り
ま
し
た

か
？

石
野
　
17
号
の
カ
メ
ラ
特
集
で
す
。
行

楽
シ
ー
ズ
ン
前
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
参
考
に
な
っ
た
と
い
う
声

が
多
か
っ
た
で
す
。

松
本
　
ご
好
評
い
た
だ
け
た
よ
う
で
良

か
っ
た
で
す
。
カ
メ
ラ
特
集
で
も
、
専

門
的
に
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
は
気
を

つ
け
ま
し
た
。
初
心
者
の
方
で
も
、
気

軽
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
カ

メ
ラ
の
設
定
な
ど
を
く
わ
し
く
掲
載
す

る
の
で
は
な
く
、
カ
メ
ラ
の
種
類
や
特

徴
な
ど
の
基
礎
知
識
を
中
心
に
、
す
ぐ

に
活
か
せ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
紹
介
し
ま

し
た
。
プ
ロ
の
技
術
が
必
要
な
と
き
に

は
カ
メ
ラ
マ
ン
に
依
頼
し
ま
す
が
、
こ

の
企
画
で
は
私
た
ち
４
人
が
カ
メ
ラ
を

持
ち
、
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
誌
面
に
載

せ
ま
し
た
。

増
岡
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
「
今
さ
ら
聞
け

な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

書
い
て
く
だ
さ
る
方
も
多
く
、
企
画
は

成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
、

カ
メ
ラ
特
集
の
時
、
渡
邊
さ
ん
が
素
敵

な
お
店
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
ね
。

渡
邊
　
う
ず
ら
屋
で
す
ね
！ 

学
生
時
代

か
ら
私
の
お
気
に
入
り
だ
っ
た
、
フ
ラ

ン
ス
産
の
う
ず
ら
の
卵
を
使
っ
た
料
理

が
楽
し
め
る
お
店
で
す
。
実
は
こ
の
お

店
、
学
生
時
代
に
編
集
に
関
わ
っ
て
い

た
冊
子
に
掲
載
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
も
広
ま
っ
た
ら
い

い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
実
際
に
ア
ポ
を
と
っ
て
い
た

だ
き
、
記
事
と
し
て
掲
載
し
た
結
果
、

お
客
様
か
ら
好
評
だ
と
知
り
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
何
よ
り
、
自
分
た
ち
が

楽
し
め
る
こ
と
は
、
お
客
様
に
と
っ
て

も
楽
し
い
こ
と
な
ん
だ
と
実
感
で
き
た

の
で
、
企
画
を
考
え
る
上
で
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

松
本
　
2
0
1
0
年
に
お
取
引
を
始
め

て
、
10
年
近
い
お
付
き
合
い
に
な
り
ま

す
が
、
ア
ド
バ
ン
ド
と
長
く
お
付
き
合

い
い
た
だ
い
て
い
る
理
由
が
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

増
岡
　
社
員
の
人
柄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
何
よ
り
も
結
果
を
出
し
て
く
れ
て

い
る
こ
と
が
大
き
い
で
す
。
実
際
、
社

内
で
は
一
度
も
発
注
先
を
変
え
よ
う
と

い
う
話
は
出
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。

渡
邊
　
も
っ
た
い
な
い
お
言
葉
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
お
取
引
を

継
続
す
る
上
で
、
改
善
し
て
欲
し
い
点
や
、

期
待
す
る
点
は
あ
り
ま
す
か
？

石
野
　
特
に
な
い
で
す
ね
。
今
の
状
態

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
強
い
て
挙
げ
る

な
ら
、
来
年
度
く
ら
い
に
誌
面
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の

打
ち
合
わ
せ
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
以
前
も
、
11
号
を
発
行
す
る
際
に
、

ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
ご
提
案
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
私

は
広
報
誌
を
よ
く
知
ら
ず
、
マ
ン
ネ
リ

防
止
に
改
訂
を
行
う
と
い
う
発
想
が
な

か
っ
た
の
で
、
そ
の
節
は
ご
提
案
い
た

だ
け
て
助
か
り
ま
し
た
。
今
回
も
、
前

回
同
様
、
お
客
様
の
意
見
を
参
考
に
、

よ
り
よ
い
冊
子
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
逆
に
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん
か
ら

今
後
に
つ
い
て
ご
提
案
は
あ
り
ま
す
か
。

松
本
　
当
面
の
課
題
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

で
す
ね
。
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員

の
方
々
に
も
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
楽
し

ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
誌
に
で

き
れ
ば
と
。
あ
と
は
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ

ク
ス
で
す
。
広
報
誌
に
掲
載
し
た
お
役

立
ち
情
報
を
W
e
b
サ
イ
ト
に
流
用
し
、

訪
問
者
を
広
く
集
め
、
会
社
の
知
名
度

や
信
頼
度
を
向
上
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
構
築
・
支
援
な

ど
他
の
媒
体
で
も
お
力
に
な
れ
る
と
思

い
ま
す
。

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
邊
　
ア
ド
バ
ン
ド
に
広
報
誌
の
制
作

を
依
頼
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

石
野
　
2
0
1
0
年
に
会
社
案
内
の
制

作
を
依
頼
し
、
そ
こ
か
ら
取
引
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
一
年
ほ
ど
お
付
き

合
い
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ア
ド
バ

ン
ド
さ
ん
か
ら
「
a
d
L
i
v
e
」
が

届
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
当
社
で
も

発
行
し
た
い
と
い
う
声
が
挙
が
り
、
再

度
お
声
か
け
し
ま
し
た
。
他
の
制
作
会

社
が
、
会
社
案
内
や
広
告
寄
り
の
内
容

を
提
案
す
る
な
か
、
ア
ド
バ
ン
ド
さ
ん

は
お
客
様
に
と
っ
て
「
楽
し
い
」
情
報

を
届
け
る
と
い
う
当
社
の
意
図
を
し
っ

か
り
と
く
み
上
げ
て
く
れ
た
の
で
、
正

式
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

松
本
　
a
d
L
i
v
e
の
お
か
げ
で
、

ま
た
ご
縁
を
持
つ
こ
と
で
き
た
ん
で
す

ね
。
広
報
誌
を
発
行
す
る
目
的
に
つ
い

て
も
、
く
わ
し
く
伺
え
ま
す
か
？

石
野
　
住
宅
購
入
者
に
対
し
て
の
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
広
報

誌
の
発
行
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
、
各
支
店
の
営
業
と
お
客
様
と
の
間

で
し
か
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
の
で
、

会
社
と
お
客
様
と
の
間
で
も
関
係
を
つ

づ
け
る
べ
き
だ
と
。
今
も
そ
の
目
的
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

渡
邊
　
毎
号
、
誌
面
上
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
通
し
て
、
お
客
様
と
の
交
流
を
深
め

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

石
野
　
発
行
直
後
は
当
社
に
対
す
る
厳

し
い
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
結
果
を
集
約
し
、
全
支
店
に
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
、
社
員
の
意
識
向
上

を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
、
苦

情
は
徐
々
に
減
り
、
最
近
で
は
、「
も
っ

と
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」「
こ

ん
な
企
画
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

っ
た
、
広
報
誌
へ
の
前
向
き
な
要
望
や

期
待
の
言
葉
も
増
え
て
い
ま
す
。
広
報

誌
を
通
し
て
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
る
の
は
、
何
よ
り

励
み
に
な
り
ま
す
。
お
客
様
が
抱
え
て

い
る
当
社
へ
の
疑
問
に
対
し
、
Q
＆
A

方
式
で
応
え
る
企
画
を
誌
面
に
設
け
る

な
ど
、
意
見
の
集
約
を
図
っ
て
い
ま
す
。

松
本
　
特
集
記
事
に
つ
い
て
は
、
当
社

当社の意図をしっかりくみ取り、
最適な提案をしてくれました。－石野様

社内で一度も、発注先を変えようという
話が出たことはないんです。－増岡様

タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
で

暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

マ
ン
ネ
リ
化
を
防
ぐ
た
め
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
提
案
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コロナの中、マスク着用が常態化…

若者を中心に、個性的なマスクも流行

僕ら会社員も、もっとお洒落なマスクを
してもいいはずだ！

ブラックタイガー
もあるよ

タイガー
マスク

アイマスク
ラバー
マスク

女王様と
お呼び！

金田一さん、
事件です！

社長 お、ま、え、ら、な

ネ
ッ
ト
情
報
は
、
信
頼
で
き
る
⁉

同
窓
会
に
参
加
す
る
の
も
〝
氷
山
の
一
角
〞

Editor s
Column
adLive編集部による世情コラム
連載 第9回

文=米丸 由季乃

漫画／作=中野 道良　絵=今井 明日香

個性的なマスクはいいけど…

「
S
N
S
へ
の
投
稿
で
、
ド
リ
ン
ク
一

杯
無
料
！
」
そ
ん
な
煽
り
文
句
を
、
飲

食
店
で
見
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

S
N
S
は
「
バ
ズ
り
」
さ
え
す
れ
ば
、

広
告
料
を
払
わ
な
く
て
も
、
多
く
の
人

に
注
目
し
て
も
ら
え
る
。
時
流
に
合
っ

た
賢
い
広
告
戦
略
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

は
た
し
て
、
甘
い
誘
惑
に
釣
ら
れ
た
客

が
S
N
S
に
投
稿
し
た
記
事
に
信
ぴ
ょ

う
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
店
員
が
そ
ば

に
い
る
手
前
、
食
事
を
口
に
す
る
前
か

ら
「
美
味
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
す
る
人

も
い
る
。
無
料
で
ド
リ
ン
ク
を
も
ら
う

の
だ
か
ら
と
、
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
し
ま
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
S
N
S

へ
の
投
稿
に
限
ら
ず
、
ネ
ッ
ト
上
の
情

報
は
匿
名
性
が
高
く
、
投
稿
主
の
素
性

や
記
事
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
推
察
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
。

た
し
か
に
、
S
N
S
を
は
じ
め
と
し

た
W
e
b
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
ユ
ー
ザ
ー

の
本
音
を
聞
け
る
有
益
な
情
報
も
多
い
。

な
に
よ
り
、
手
軽
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
の
も
魅
力
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
な
け
れ
ば
、
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ

ン
を
探
す
に
し
て
も
、
実
際
に
足
を
運

ぶ
か
、
食
通
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
と

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
頼
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
れ
が
今
で
は
、「
食
べ
ロ
グ
」

を
は
じ
め
と
し
た
グ
ル
メ
レ
ビ
ュ
ー
サ

イ
ト
を
見
れ
ば
、
簡
単
に
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ

ト
の
発
達
は
、
我
々
の
生
活
を
豊
か
に

し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
レ
ビ
ュ
ー
サ
イ
ト
の
情
報

も
ま
た
「
匿
名
」
で
あ
る
。
最
近
で
は
、

依
頼
を
受
け
て
A
m
a
z
o
n
の
レ
ビ

ュ
ー
欄
に
「
サ
ク
ラ
レ
ビ
ュ
ー
」
を
書

き
込
む
人
た
ち
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
12
月
、
7
人
の
漫
画
家
に
よ
る

S
N
S
上
で
の
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」

の
ス
テ
ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
疑
惑
が

話
題
に
な
っ
た
。
こ
の
時
は
、
全
員
が

同
じ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
使
い
、
同
時
刻

に
投
稿
し
た
こ
と
で
事
実
が
明
る
み
に

な
っ
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
や
り
方
さ
え

工
夫
す
れ
ば
、
誰
も
気
づ
か
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
我
々
が
見
て
い
る
「
一

人
の
ユ
ー
ザ
ー
」
の
「
率
直
な
感
想
」

の
裏
に
も
、
企
業
の
思
惑
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
第

三
者
に
操
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
ど
ん
な
些
細
な
情
報
で
あ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
存
在
す
る
情
報

は
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い
。

近
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
は

ま
す
ま
す
「
同
窓
会
」
の
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
同
窓
会
に
積
極
的
に
参
加
す

る
人
は
、
お
お
む
ね
人
生
に
成
功
し
て

い
る
も
の
だ
。
い
わ
ば
〝
氷
山
の
一
角
〞

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
同
窓
会
に
参

加
す
る
と
、
皆
の
人
生
が
う
ま
く
い
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
実

際
に
参
加
す
る
気
持
ち
に
は
、
ど
う
し

て
も
な
れ
な
い
人
だ
っ
て
い
る
。
リ
ス

ト
ラ
さ
れ
て
お
金
に
余
裕
の
な
い
人
、

離
婚
や
介
護
な
ど
、
家
族
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
旧
友
と
顔
を

合
わ
せ
る
の
は
辛
い
も
の
だ
ろ
う
。
ネ

ッ
ト
上
の
情
報
も
、
同
窓
会
と
似
た
よ

う
な
も
の
だ
。
公
平
で
正
確
と
は
程
遠

い
情
報
だ
け
が
表
層
化
し
て
い
る
。
誰

か
が
利
を
得
る
た
め
、
意
図
的
に
流
さ

れ
た
情
報
に
踊
ら
さ
れ
て
は
い
な
い
か
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、

い
ま
や
指
先
ひ
と
つ
で
世
界
中
の
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
一
方
、
情
報
量

が
膨
大
に
な
っ
た
せ
い
で
、
正
し
い
情

報
を
判
断
す
る
た
め
の
時
間
と
労
力
が

か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
ら
ば
、
無

理
に
ネ
ッ
ト
で
情
報
を
得
る
必
要
が
あ

る
の
か
。
A
m
a
z
o
n
の
レ
ビ
ュ
ー

欄
と
に
ら
め
っ
こ
す
る
の
で
な
く
、
信

頼
で
き
る
知
人
に
良
い
お
店
を
紹
介
し

て
も
ら
い
、
店
舗
で
直
接
商
品
を
見
た

方
が
い
い
。
つ
ま
り
今
後
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
す
る
以
前
の
、「
人
と

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
大
切

に
す
る
社
会
に
立
ち
返
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。
同
窓
会
の
参
加
者
同
様
に
、

ネ
ッ
ト
情
報
が
信
頼
で
き
な
い
以
上
、

リ
ア
ル
な
人
脈
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
ほ

う
が
よ
ほ
ど
有
益
か
も
し
れ
な
い
。

誰 も い な い

アンコール
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ア
ド
バ
ン
ド
に
入
社
し
て
4
ヶ
月
。

ラ
イ
タ
ー
の
仕
事
に
も
段
々
と
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、

い
ま
だ
に
苦
手
意
識
が
あ
る
仕
事

が
一
つ
。
そ
れ
は「
文
字
起
こ
し
」

で
す
。
取
材
を
し
た
後
、
音
声
を

文
字
に
起
こ
し
て
か
ら
原
稿
を
書

き
始
め
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
ど

う
に
も
苦
手
で
す
。
大
学
時
代
、

落
語
研
究
会
に
所
属
し
て
い
た
時
、

台
本
を
作
る
た
め
に
プ
ロ
の
噺
家

の
落
語
を
書
き
起
こ
す
の
は
嫌
じ

ゃ
な
か
っ
た
の
に
。
そ
う
、
他
人

の
声
な
ら
平
気
な
ん
で
す
。
た
だ

そ
れ
が
自
分
の
声
に
な
る
と
、
ど

う
に
も
ム
ズ
ム
ズ
し
て
し
ま
い
書

き
起
こ
し
が
進
み
ま
せ
ん
。
そ
う

は
言
っ
て
も
お
仕
事
な
の
で
、
も

ア
ド
バ
ン
ド
株
式
会
社
は
、

2
0
2
0
年
7
月
22
日
一
般
社
団

法
人
日
本
情
報
経
済
社
会
推
進
協

会
（
J
I
P
D
E
C
）
よ
り
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
」
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。
社
内
報
や
記
念
誌

で
は
、
社
員
の
氏
名
や
顔
写
真
を

多
く
扱
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

企
業
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
重

視
さ
れ
る
世
の
中
に
広
告
制
作
会

社
と
し
て
も
認
識
を
新
た
に
し
、

2
0
1
9
年
か
ら
P
マ
ー
ク
の
取

得
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
取
得
が
滞

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、
個
人

情
報
保
護
の
体
制
や
運
用
が
適
切

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
無
事
に
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
付

与
認
定
企
業
と
し
て
、
個
人
情
報

保
護
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
、
当
社
は
9
月

以
降
も
引
き
続
き
在
宅
勤
務
を
中

心
に
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。
打

ち
合
わ
せ
や
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
等
も
W
e
b
会
議
を
基
本
と
す

る
方
針
で
す
。
一
部
、
対
面
業
務

は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
励
行
、

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
3
密
を
避
け

る
等
の
対
策
を
講
じ
、
感
染
拡
大

防
止
に
努
め
ま
す
。
在
宅
勤
務
の

延
長
に
伴
い
、
社
員
が
作
業
を
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
デ
ザ
イ

ン
や
企
画
の
参
考
に
す
る
雑
誌
を

自
宅
で
閲
覧
で
き
る
電
子
書
籍
の

読
み
放
題
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
不
足
し
、
業
務
量
の
把
握

や
体
調
管
理
な
ど
が
滞
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、
毎
朝
W
e
b
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。
今
後

と
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
社
員
が
十

分
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
新
し
い
制
度
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

大
学
時
代
の
友
人
か
ら
山
形
の
ワ

イ
ン
が
届
き
ま
し
た
。
自
分
で
は

選
ば
な
い
よ
う
な
お
洒
落
な
白
ワ

イ
ン
に
キ
ャ
ッ
キ
ャ
は
し
ゃ
い
で

い
た
の
で
す
が
、
コ
ル
ク
抜
き
が

な
い
…
！ 

家
に
あ
る
も
の
で
代
用

し
よ
う
と
、
見
つ
け
出
し
た
の
は

ビ
ス
と
イ
ン
パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー

で
す
。
大
変
お
行
儀
の
悪
い
栓
抜

き
を
経
て
、
一
つ
大
人
の
階
段
を

登
っ
た
休
日
で
し
た
。（
N
・
T
）

9
月
3
日
、
ア
ド
バ
ン
ド
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
一
冊
に

凝
縮
さ
れ
た
『
新
規
顧
客
が
勝
手

に
あ
つ
ま
る 

販
促
の
設
計
図
』

が
販
売
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
営

業
ス
タ
ッ
フ
を
使
わ
な
い
」「
下

請
け
も
や
ら
な
い
」
と
い
う
、
従

来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
や
り
方
で
、

中
小
企
業
が
ど
う
や
っ
て
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
き
た
の
か
。

B
2
B
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
全
体

像
を
、
図
表
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う

こ
と
で
、
直
感
的
に
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
一
冊
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
書
籍
は
、
全
国
の
有
名
書

店
や
A
m
a
z
o
n
で
ご
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。

っ
と
手
早
く
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
な
く
て
は
、
と
反
省
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
声
を
好
き
に
な
る
た

め
に
、
ボ
イ
ト
レ
を
始
め
よ
う
か

な
、
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
Y
・
Y
）

8
月
28
日
に
、
当
社
初
と
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
上
で
の
勉
強
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
勉
強
会
は
前
後
半
の

二
部
制
で
、
前
半
で
は
「
15
周
年

を
迎
え
る
ア
ド
バ
ン
ド
の
『
ね
ら

い
』
と
『
み
ら
い
』」
を
テ
ー
マ
に
、

当
社
代
表
の
中
野
が
中
長
期
的
な

経
営
目
標
を
社
員
と
共
有
。
書
籍

出
版
を
皮
切
り
に
、
さ
ら
な
る
成

長
へ
一
歩
踏
み
出
す
、
ア
ド
バ
ン

ド
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
後
半
に
は
「
競
合
分
析
」

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

実
施
。
W
e
b
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、

複
数
の
メ
ン
バ
ー
が
同
時
に
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
を
共
有
す
る
よ
う
な

形
で
進
め
ま
し
た
。
競
合
を
理
解

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
業
界
で

の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
再
認
識
し
、

今
後
目
指
す
べ
き
立
場
を
明
確
に

す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

発
表
者
以
外
の
社
員
も
、
チ
ャ
ッ

ト
上
で
活
発
に
意
見
や
質
問
を
や

り
取
り
し
、「
全
員
参
加
」
の
実

り
の
あ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。003

002

005
001

NEWS
アドバンド社員の日常をのぞきみ。

006

008

当社代表の中野道良が初の著書
「販促の設計図」を出版

セミナー・有料相談を
開始しました

休日の過ごし方 働き始めて
4ヶ月目の気づき

Pマークを
取得しました

オンライン上で勉強会を実施

アドバンドのコロナ対策

004

な
ん
と
、
小
田
原
の
有
名
店
「
鈴

廣
か
ま
ぼ
こ
」
が
国
民
的
R
P
G

「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
」
の
ス
ラ

イ
ム
た
ち
と
コ
ラ
ボ
！ 

送
料
込

み
で
2
0
0
0
円
の
高
級
か
ま
ぼ

こ
で
す
（
笑
）
皮
肉
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
通
販
サ
イ
ト
を
見
つ

け
て
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ケ
ー
ス

も
専
用
デ
ザ
イ
ン
で
こ
だ
わ
り
を

感
じ
ま
す
。
う
ど
ん
に
、
サ
ラ
ダ

に
、
盛
り
付
け
て
か
ぶ
り
つ
き
ま

し
た
！
（
A
・
I
）

当
社
代
表
の
処
女
作
と
な
る
、『
新

規
顧
客
が
勝
手
に
あ
つ
ま
る 

販
促

の
設
計
図
』
の
出
版
に
と
も
な
い
、

著
書
の
考
え
方
を
も
と
に
し
た
、

セ
ミ
ナ
ー
と
有
料
相
談
を
開
始
し

ま
し
た
。
書
籍
の
内
容
を
中
心
に
、

B
2
B
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
よ
り

深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高級かまぼこ

007

紹介ページ：https://adband.jp/publishing/

有料相談／セミナー参加
紹介ページ：https://adband.jp/consulting/

21adLiveOCT. 202022 adLive OCT. 2020



文=渡邊 早貴

特別連載小説　前編（全3回）

本誌は広報ご担当者様に有益な情報を、定期的に
発信する無料情報誌です。今後、定期購読を希望
される方は、お気軽にお申し込みください。

今月のアドリブはいかかでしたか。今回は、近年マスコミでも多く取り上げられている「SDGs」が特集テーマでした。
社会・環境への意識が高まる今、将来的な企業価値の維持・向上のために知識を身につけることが重要です。2030年の
ビジョン達成の第一歩として、是非こちらの記事を活用してみてください！（Y.Y）

TOPページにある「CONTACT」をクリックし、
お問い合わせ内容の欄に「adLive希望」と入力
してご送信ください。
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日
も
ま
た
、
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
い
毎
日
が
始
ま
る
。

朝
六
時
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

ラ
ー
ム
音
で
目
が
覚
め
た
。
ま
だ
眠

っ
て
い
た
い
気
持
ち
を
お
さ
え
、
ベ

ッ
ド
か
ら
渋
々
起
き
上
が
る
。
一
人

暮
ら
し
の
我
が
家
に
は
、「
お
は
よ
う
」

と
伝
え
る
人
は
も
ち
ろ
ん
い
な
い
。

眠
い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
洗
面
所
に

行
き
、
顔
を
洗
う
。
タ
オ
ル
で
顔
を

拭
き
な
が
ら
、
鏡
に
映
る
自
分
を
見

る
と
、
お
で
こ
に
赤
い
ニ
キ
ビ
が
で

き
て
い
る
。

「
昨
日
の
夜
、
し
っ
か
り
洗
顔
を
し

た
は
ず
な
の
に
…
…
」

誰
も
い
な
い
部
屋
に
私
の
独
り
言

が
ひ
っ
そ
り
と
響
い
た
。
朝
か
ら
少

し
憂
鬱
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
ニ
キ
ビ

に
、
少
し
の
恨
み
を
覚
え
つ
つ
、
寝

癖
の
つ
い
た
髪
に
ブ
ラ
シ
を
通
す
。

す
る
と
、
髪
の
毛
が
絡
み
合
い
、
毛

先
ま
で
と
か
す
こ
と
を
憚
れ
た
。
こ

こ
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
対
処
し
て
い
て
は
、

時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。
そ
う
思
っ

た
私
は
、
思
い
き
り
、
髪
に
ブ
ラ
シ

を
通
す
。
ブ
チ
ッ
と
い
う
音
と
と
も

に
、
毛
先
ま
で
と
か
し
き
る
と
、
毛

が
数
本
、
刃
に
絡
ま
っ
て
い
る
の
に

気
づ
く
。「
絡
ま
っ
て
い
た
原
因
は
君

た
ち
か
」
と
心
の
中
で
問
い
か
け
な

が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
続
け
た
。

寝
癖
が
直
る
と
、
次
は
着
替
え
る

た
め
に
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
へ
と
移
動
し

た
。
扉
を
開
け
る
と
、
白
や
黒
と
い

っ
た
無
難
な
色
の
服
た
ち
が
整
列
し

て
い
る
。
私
は
そ
の
中
か
ら
、
ベ
ー

ジ
ュ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
取
り
出
し
、

袖
を
通
し
た
。
仕
事
着
と
し
て
も
、

休
日
の
服
装
と
し
て
も
使
え
る
、
ど

こ
に
で
も
売
っ
て
あ
る
よ
う
な
服
だ
。

近
く
に
あ
っ
た
時
計
を
見
る
と
、

針
は
六
時
十
五
分
を
示
し
て
い
た
。

家
を
出
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
ま
で
、

残
り
四
十
五
分
。

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
扉
を
閉
め
、
近

く
に
あ
る
化
粧
台
の
椅
子
に
座
る
。

ポ
ー
チ
か
ら
、
メ
イ
ク
道
具
を
取
り

出
し
、
自
分
の
顔
を
手
入
れ
し
て
い

っ
た
。
自
分
の
顔
を
鏡
で
眺
め
る
と
、

な
ん
と
も
言
え
な
い
、
地
味
な
顔
と

目
が
合
う
。
次
第
に
、
肌
は
明
る
く

な
り
、
目
は
少
し
大
き
く
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
本
来
の
私
で
は
な
い
、

別
の
誰
か
に
じ
っ
と
見
つ
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
っ
た
。

椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
朝
食
を

食
べ
る
た
め
に
キ
ッ
チ
ン
へ
と
向
か

う
。

昨
夜
、
仕
事
終
わ
り
買
っ
た
食
パ

ン
を
ト
ー
ス
タ
ー
に
セ
ッ
ト
し
、
冷

蔵
庫
の
中
で
冷
え
て
い
た
ア
イ
ス
コ

ー
ヒ
ー
を
マ
グ
カ
ッ
プ
に
注
ぐ
。
一

口
飲
む
と
、
苦
い
味
が
口
の
中
に
広

が
っ
た
。
子
供
の
頃
は
、
飲
め
な
か

っ
た
は
ず
な
の
に
気
づ
け
ば
毎
朝
、

味
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
不
思
議

な
も
の
だ
。
や
は
り
大
人
に
な
る
に

つ
れ
て
味
覚
細
胞
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
情
報
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
だ

ろ
う
。

チ
ン
ッ
と
音
が
鳴
り
、
ト
ー
ス
ト

が
焼
き
上
が
っ
た
知
ら
せ
を
受
け
る
。

私
は
お
皿
を
取
り
出
し
、
焼
き
た
て

の
パ
ン
を
の
せ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
の
入

っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
と
、
ト
ー
ス
ト
を

の
せ
た
お
皿
を
持
ち
、
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
へ
と
移
動
し
た
。
世
間
一

般
の
人
よ
り
も
少
な
い
朝
食
を
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
、
席
に
着
く
。
　

パ
ン
を
一
口
頬
張
る
と
、
ど
こ
に

で
も
売
っ
て
あ
る
よ
う
な
、
感
想
も

浮
か
ば
な
い
味
が
口
の
中
を
通
り
抜

け
た
。

時
計
の
針
は
六
時
四
十
分
を
指
し

て
い
る
。
静
か
な
空
間
に
私
は
た
だ

一
人
。
お
供
は
、
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
。
け
れ
ど
、
こ
れ
も
ま
た
い
つ

も
ど
お
り
。
私
は
毎
日
、
同
じ
こ
と

の
繰
り
返
し
を
し
て
い
る
だ
け
だ
。

今
日
も
ま
た
変
わ
ら
な
い
一
日
が
始

ま
る
こ
と
に
、
退
屈
さ
を
覚
え
る
。

「
私
は
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
」誰

に
も
届
か
な
い
声
が
、
静
か
な

部
屋
に
す
っ
と
溶
け
込
ん
だ
。

代り映えしない退屈な毎日に嫌気がさしていたある時。
立ち寄ったコーヒーショップでの何気ない出来事が
彼女の日常を崩しはじめる

今

山下 健太郎
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